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中学生ガ一日だけ 議員になり、 町 づくしなどへの 疑問を町長以下町執行部に は つける [ ふれあ い 
議会田 ガ 2 月 5 日、 町議会議場で 行われました。 
4 回目を迎え、 恒例行事となったこの [ ふれあ い議会田。 今年の特徴は、 中学生 n4 人に加え小学生 
7 人も一日議員として 参加したことです。 

事前に提出された 質問のほ ガ に予定外の追加質問も 次 ヮに 出されるなど、 小・中学生議員は 、 
議場の雰囲気に 臆することなく 堂ワと穏 問を行っていました。 
未来の岡 垣を 、 日本を、 背負っていくのは、 君たち小・中学生 -- 。 

本当に頼もしい ガ ぎりでした。 
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老 新 町 寛 衰 
やで作 まの佳月 り山 
、 の 葉 こし 定 居に地山芋 

    住現 ばれた 例 衰ガ 域峠成 

"@' Ⅰ 

。 り 

  一一 - Ⅱ - 一一   し     
通 通通首台白白首 高 ; 陽陽 陽一       一一     9 9 9 五四姉二一       

三 二一丁 TTT 丁 場 丁 T 丁   
② ③ ① た今 実否 住 わか 地 5 他言 m 

る   
岡 垣 町役場   
8282 一 12 Ⅱ 

  

      



新しい住居表示の 表し方 
街区符号 (5) と住居番号 ( 号 ) を使って 、 次のように表します。 

住所番号のつけ 方 
街区は、 町 (OOAT 目 ) を道路   7 刊 ll なとで小分けして m0 例内の プ ロ ノク をつくり、 順序よく番号を 

つ け @ 番 」で表します。 原則として各街区の 内、 岡 垣 W 役場に近い角を 起点として、 右回りに 10 メートル、 

または 15 メートル間隔に 区切り、 一連の番号 ( 基礎番号 ) をつけます 建物の主な出入口、 または主要な 
  

道路が接する 位置の基礎番号を、 その建物の T 住居番号Ⅱとして『 号 ] で表します。 
一 

0 佳局番号は、 建物 順 になるとは 限 .) ません。 
  

  

          一   ル、 または 15 メートルの基礎番号 , 98@ . ⑲ ・ ⑳ 召 ヤ / 起点 の間に、 数 軒の建物の主要な 出入口があ る 

場合は 、 同し番号になる 場合があ りま づ - 

( 左図一 10 几 
                  、 u. コロ 口，                   0 空き番号は、 将来、 建物か新築された 場合 

⑤ 
に 使用します ( 左図一⑪⑫なと ) 。 

《表示 例 ) 

:""" Ⅴ """V  "-  " 
岡垣 太郎さんの家は、 4 番の街区にあ ハ J@ 

主要な出入口に 通しる通路が 基礎番号 21       
                                                                      亜                                             

接しでいるので、 住居番号は 21 号とな ハ @/ 

敵， ① f ト gl 。 00 m 一 振 -0 」 6 （ ハ C ト 
これを住所で 表 すと次のようになります。 

⑥ ③   ② 岡垣町 00  (AT 目 ) 4 番 21 号 

  

実施前 岡垣町大字野間 6 9 7 番地の 1 
大字 名 地 番 

実施後 岡垣町 00( ム丁目 )  0 番 O 号 
町 君 街区符号 住居番号 

  

実施前 岡垣町大字野間 6 9 7 番地の 1 
大字 名 地 番 

基礎番号 室番号 

実施後 岡垣町 00( ム丁目 )  0 番 0 一 0 号 
W  名 街区符号 住居番号 
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・小分の健全な 発達と Hl0 ．   一                                                                     l   [. こ，受イ 寸   
柔 道 中学生、 内校 牛 ．を中道クラプ 入会も可能 18 町 一 20 時   平 
  心に ・般も募 佑 。 戊 

          小身の鍛錬 と   体力の H Ⅰ 0   ．   4   一 Hl1.3 m. 民 グラウンド   
10 

Hl0 ・ 4.10( 金 @  まわしは教室にで 貸年 
    向上を計り、 健全な以後継統可能 H  l0.5  一 H  l0.9  ( 金 @  17 時し 胴 0 分一   

古木室内練習場 吉木室内練習場 
度 

相 ・ "" 撲     舌 ‥Ⅱ 少年の育成を l 学 Ⅱ ; を募集。 図る。 H  10.4  ( 食 )   
H  l0.10 一 H  ll. 3  ( 食 ) 

ス 
  

17 時 30 分一 1gl@ 千 
ポ       

れく 明るく 止 l 一い子 lHl0 ． 4 一 H Ⅱ， 3  町民武道館 H  l0 ． 4.19@%  @  防具は 2  一 3 月後に 
  

: 育でる。 小・中学教室 終   Ⅰ後白 襄 錬成 @ 火 )( 水 Ⅱ 金 ) i 9 時 一 購入 
ツ 

，を 中心 !. こ， 枝も弗会へ入会も 可能 18 時 一 l9 時 30 分 l 町民武道館 教 

    
室 

      ｜ H l ㏄ 4 7 １ /. Ⅰ ， 弓道具 -- 式備品行 

生 

@131@ 手 - 一般加入希望者は 
募   13 時 30 分一 15 時、 W0 分 町民弓道場 r1 古 @282-0728) また 
集 

初心者を芽 集       
  

  は花 Ⅲ (282-2552) へ 
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M""" 垣放 " っ " 、 。 """"' 

一 海老漢小学校、 5 年生 ガ 放送制作を体験一 
身近な町の話題などを ビテ、                               し、 

や岡 垣 サンリーアイなど "" で万力 映 している 

K V 岡垣 放送 ( 水間柱 郎 代表・旭光 ) を 
学校の 5 年生が 2 月 8 口、 訪問・見学し 

ちで実際に映像づくしに 挑戦しました。 
こ iv は 5 年生の社会科単元 " 通信と放 

で、 そ れまで学んだことを 実際に体験し 

と行われたものです。 

児屯 たちは、 MKV(7) ヌ 、 タジオや編 穏 

海老津駅 

反問の M 
海老 津 Ⅱ 、 

、 Ⅱ分た 

迷 " の中 

てみよう 

室などの 

  

放送設備の説明を 受け、 コンビ - ダ - 機器を駆使 
  た 映像 編築 にびっくりした 棋子でした，その 後、 

実際にキャスターやカメラマンなどそれぞれ 役割 

分担し、 自分たちがⅢ点したシナリオで 映像を i げ lJ 

7 年しました。   
児屯 たちは、 スタジオでの 収録作業の体験も 始 

めてとは思えないほど 上手にこなし、 満足そうな 
ア選往     ， な熱 ;; 

表情でした。 
） 

  
自分たちで栽培したもち 米で、   

 
 
    

  。 " ダ q." .. 。 ， ． 臆 ㌔ 二   

一内浦小学校、 もちつき大会一 
親 /. びフ ふれあ いをと 2 Ⅱ 8 ll 、 内浦山 ";:     
校 で全校児 巾と P T A によるもちつき 大会 
が 開かれました ， 使われたもち 米は， 児屯 
: たちが白 9 ナ たちの手で奉にⅢ 柚 ．えを行い 栽 
l %@ 口     を統 け、 秋に収授したもので       
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・もらおうと 国際協力下半 団 @ J l C A ) の 
研修生．として 来 口中の 4 人の覚国人 ( タ イ 
人 2 人、 コロンビア 人 、 パキスタン八年 1 

に
も
ち
つ
き
を
 

石
，
い
 

し
よ
 

大
人
た
ち
の
千
で
す
 

は
 
、
 
子
 
お
ろ
し
モ
チ
に
さ
れ
、
 

か
の
モ
ナ
 
を
お
い
し
ぞ
 
う
 

古
 
。
 ズ
｜
 
ぬ
ヲ
 
。
 
r
d
 

申
タ
 このコ
ー
ナ
ー
で
は
、
写
真
で
町
の
 

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
出
来
事
・
 
催
 

た
ら
役
場
地
域
振
興
課
 
"
 広
報
お
か
が
 

さ
い
。
 

い
ろ
 

し
な
 

き
 "
 い
ろ
は
出
来
事
を
 

ど
 が
ご
ざ
い
ま
し
 

ま
で
ご
連
絡
く
だ
 

O
 



白砂青松の三里松原を 永 遼昭 
一 三里松原ボランティア 植樹一 

灯り " ノノ ポル   夫 しい白砂   % 拉 ? り丁 V. 松原を後世まで 
残 ぞうと、 今作 で H, 川 Ⅱを迎えた ; せ ．松原ボランディ ァ 

杣樹が 2 円 22 Ⅱ、 行われました。 
参加したボラン -r 一ィ l 一 r " たちは、 Ⅰ ノ j" 常体   軒職憶ら 専門 
家の指叫を受けな "  が 、 り后 " " ; さ 80 センチ程の市 木 2,300 本を三 

里 松原内の約 0   9 ヘクタール に ，不一木 l"         拝に f 直 えて い き 

ました。 多数の参加者のおかげで．植樹は 約 40 分余りで 

・ @ 処 @        参加者たちは 作業の役に f な きれた豚汁に 舌鼓 

を 4. 下 っていました 
親子で 参加したという 久保田敦子さん ( 市 尾 ) は 、 子   

似 たちといっしょに 楽しく 仙 えました， Ⅰ分たちが植え 

た % 分が大きくなると 朋、 ぅ とうれしいです , 順調に台って 

くれ *" し ばと思います「・ と語っでくれました - 

こび ") Ⅲは 肺大 に恵まれ、 ぽかぽか陽気のもと、 楽しい 

ふれあ いの一日となりました 二 % 松原に自分だちの 千   
で植えた 松 。 きっとよい甘い 出となるごとでしょう。 

      

Ⅰ タホ 

地域ぐるみの 取り組みで - 寝たきり 0( ゼロ ) 
  

一 岡垣町老人クラブ 連合会、 寝たきりゼロ 推進運動講演会一 
全国老人クラプ 辿 分会からねたきりゼロ 迎勒肺屯 モデル地 

区としで指定を 受けている岡垣町老人クラブ 迎合会 ( げ 、 下、 老連 ) が @@@ll ー い こい㈲工で寝たきりゼロ 遊動推進 満 

演 会を叩きました、 
新海会は、 県立 遠賀 病院の中本意 伸 院長が医者の 立場から   ふ き   
接 たきりにならないための 10 か 粂が紹介し、 参加した約 100 
人のⅢ   老 @ 合目たちは、 私心 に メモをとうていました ， 
また、 後半は小早Ⅲ 巌 さん ( 上 高台 ) が "93 歳を健康                     

るく 生 ．きる " という テ ・一マ " ひ碗 ) 憶 ・ : 立ちました。 93 版で元気 草 を逆転する小早Ⅲさんは、 テレピ 氷こ 。 Ⅰ   一 
れ 、 今や W の有名人。 この ば も小早川さんは 絶好調、 方計たっ 
ぷりのユーモアあ ふれる話に会場は 笑いの渦に包まれました」 ， メ 
"m" 「 - 毛 連 では、 福利 : のまちづくしということでボランティ 
アのォ、 ッ トワークを千がけでいますが、 全町民・区長会を 始 め 諸団体の協， 力 がないとできないので、 どうぞご協 力 を 

と 花田守ⅢⅠ ど 連合 丘   

種類もや - り方も様々、 世界の室内ゲーム レ 
  

  
  

も
 

日 本に ス ゴロ クやヵルタ など昔から伝わる 室内ゲームがあ る 
ように、 外国にも様々な 室内ゲームがあ ります。 外国の室内 ゲ一 

@ ムを体験してもらお うと 、 2 月 11 円 、 中央公民館で 国際室内ゲー 

ム・テイが 捌 かれました。 

指 幸したのは、 m.(7 、 心 I R ( 国際交流 員 ) のキャサリンさん 
( アメリ ヵ 合衆国 ) 、 W の A LT ! 語学指弾助手 ) のカースティ 
ン さん ( ニュージーランド ) 、 県の C l R の金さん ( 冊 ．図八           
れに水巻町㈲ A I,T のラルフさん ( アメリカ合衆国 ) の           
女 含めにカーステ @ ン さんから二一二ム 一ジーランドのジャンケンの 紹介があ @@ で初 ・ m ぢヒ戦 。 ニユーン 一 ランドのンヤンケン 

は、 Ⅱ本のグ ー ・ ナョキ ・ パ - にダイナマイトを 加えた 4 種 揮 。 
  

ニューノーランドのシャンケン 

・参加した は、 勝手の違いにちょっと 小 ・。 戸 半生など 約 S0 戸惑 人 
l っていたようでした。 その後、 

        人 1 糾に分かれ、 ヨーロッパ 
や離回 ・中国など様々な 国々の 

マ ・   @@ Ⅰ ャ ご     約 小本験しました． l.W 種類のテーブルゲームを 
参加者の ・人は、 ，国際色音       

  かなゲームの 数々に楽しく、 ぞ     
O
 



  

  

  

  
    

[ インターネ、 ットと は ] 

  
[ インターネ， ット に は続 するには ] 

  Ⅰンターネ、 ット とは、 世界規模のコンピーユータ 7 、 ッ トワー タ イ 一イ 、 ット に接続するには、 まず 最 穿りのブロバ イダ一 

                            世界中の情報をパソコンの 画面で見だり、 ホーム ペ一 ( 接続業者 ) と 接続契約をします。 

、 ジを 作成して情報を 発進したりなどができます。 契約をすれば、 パソコンを電話回線に 接続し、 プロバイダー 

また、 メール (   お千手 - 紙 @                          しで、 世外中の人と 交流す から指定された 電話番号でインターネットに 接続すれば、 世界 

ることができます。 ; 中の情報をす む ・ こ 見ることができます。 

    世界を巡る同。 垣の " 今   。                   [ 岡垣町のホームペー 引 
                                                  ペ - 、 ジは 、 町内外の人が 楽しく岡垣町のことが 
  わかるように 考えで作成しました。 ぞの偶成 は   

ぽ こんにち ほ 岡垣町です 肋 
岡垣 W から ff@ お知らせ、 町長のあ いさつ、 交通案内の紹介。     ( 観光情報 坤 

ⅠⅠ 鹿 Ⅲ め 古か ぇ 4 ヤ み か機才       三里松原などの 岡垣町の観光案内。   

( 施設情報 丼 
ようこそ ! あ なたほ 画番 母のお客様です。                                     一 ア イ など岡垣町の 施設案内。 

丑甘 Ⅰ新口 :@998 年 2 月Ⅱ 日休肝 日 ) ㏍ お 祭り・イベント》 

花火大会・まっし lW 明 亘など岡垣町のお 祭りや ィ ベン                                     
( 岡垣町なんでもギネス 坤   ， うものを紹介。 

《 ぽ くら不思議探検隊 り 
  垣町に旦臆 りしているとこらなのです。 カメ 岡垣町のおもしろい、 不忠 議 と思われる せ， のを紹介。   

( 岡 垣の方言講座り   郷 J ヒ 0% ィヒ であ る方言を紹介 l, 、 岡垣町の風土を 紹介。 
好きな囲垣 を 一拍 に探肪 しましよう !     

㏍ Catherin,s  宝 &  国際 connection 丼       国際交流 貝の キャサリンが 見た目 杣 ・ごついての 記事。   
などです。 ぜひ一度ご覧ください。 ご意見・ご要望などお 待ち 

しています。 
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  鬨 "   
  "" 一 " 

                                                                  みずみずしい 緑の香 りと な め 
らかな 湯 ざわり、 しっとりとした 湯 上がり 席 がお楽しみいただけ 

特き 
ます   

一 注目されている び わの薬用効果一 

の 産 
今では東京にも 出荷され、 全国的にも有名な「高倉 ビワ ;" 原木 
は 、 明治 36 年、 ㍉倉の人が千葉県から 取り寄せたものです。 そ れ 

自 Ⅰ O 
が W 内に広まり、 軸 盛期には海老津駅から 一両仕立てのびわ 列車 
で 出荷したほどだったぞうです「 ぞ しで今、 注目され始め                     

鮭 Ⅱ """"""" ， 乙の薬用効果   
び わの葉には、 サ     ドニン (JJ 旨肋や コレステロールを 低 「させる ) 
ア ，クリン、 タンニン、 ビタミン頒などを 弗箱   に 含んでいます。 

そ のため 錬咳 、 利尿、 俺 胃薬として、 かぜの予防、 疲労 川復 な 

@ ん クッキ 一 どに効果があ るとされまず。   

  ‥ 絵柄で町内のケーキ - ， ・ 9 の女の子 ( 当時 屋 さんに焼き上げていただいた l0 オ ) の アイデアを元に 、 「かめさんⅠの 本格クッキ 一 
です。 
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6) き 6)% 高齢社会 
をめざして 

9 同 24 口、 中央公民館 "P 岡垣町 " を 人 
クラブ連合会友， ドと 部のり 一 ダーたちが 
悠ヒり 、 石肝 % 台肋材 月 かれました。 
老人クラプ 会 H のうち， 坦ギ ' 数打。 ヒを   
占めるのは 女 けということから、 女竹 

か ㎡助の中心としてがんばろうと 年数 
呵 用いているものです ， 研 伸六には各地Ⅱの 女Ⅱ・リーダー 約 510 人か出 

帝 。 黄楊はいきいきとした 九刑たちの熱気に つ つまれていまし 土、 

内の柚ネ山地，をへの W 老 。 1,@ 舌助 推進 ロの 雑巾 j 、 清水連子さん 配佃 、 仕花放室 ( 山肌 なと 杵 一 - は 々 な 「老人ホームけ 女性部独白の れ 活動を 八町 
行ってい ま - 汗， 午後も女性ならではの 活 助を f 西梅 的に進めていきたい ， ， 

と Ⅱ吾 --lc 亡くれました。 

⑮ 
    一   ㊨ ㊥ 

  

こ 参加する人も のコーナ一でひとつになって 読む人 ロ あ んな友だち。 楽しもう。 
「 ど くしゃの私書箱 」は、 そんな願いを 
込めた読者のぺ ー ジです。 
楽 しがったこと、 悲しかったことから - 

地区の活動まで、 まに、 イラ ズド， 4 コ 
マ まんが・俳句・ 川柳などの作品もあ 待 
  ちしています。 

応募 先 / 〒 8l@-   4233 岡垣町大字野間 697 
    岡垣町役揚地域振興 諜 ・広報「 どく   
Ⅹ応募はがき 心 ま丁 住梼 ・「氏名 ( 紙上医 
名 も可 ) . 年齢・電話番号」をあ 忘れな 

  く 0 

        希が 
い達 一 4 望き掲 

ソ 

% 八 

に 寄贈しま・した。 製作したのは、 ， ・ 抑   
邦土 甘 さム T 王蛇 @ レ仙 竹 岡 ト励ぢ 部の 8 人が I:R 海老津駅に町の 特     ま   

だへさ 号は 

（ 九提 （ 

  

ん ノ ン   さ ノ ー 
上 ・ ・「を   ん七 

OM 品物氏名、広 ： 一大字 希望 i ｜   

産品 ゴ弓 フルーツの曲を 十 l@@ 撤 しまし 
た @ 。 
この日神たたのは・ に 峰 ・いち 

じ・ く ・ びわ などそれぞれ 0@.15 本。 
即 ト Ⅱ 紬 + 一八 % 沌 01 の " Ⅱ ' 「 ， n 
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大島和成 <A,( 慌 ・。 " 辞別 

東武高校・ 新 3 年生   
今月のさわや ガ さんは、 春の選抜高校野球大 
会 に東筑ナインとして、 出場 ヲ 5 大島くんの 登 
場 です。 

Ⅰ野球を始めたのは、 いっ ? 
Derek@ :@ Time@ tlies@ doesn ， t@it?@ 1@ can ， t@ believe@ I ， m@ leaving ・   ） 

小さいころから、 いつもプロ野球のテレビ 中 
                を見でいで、 プロ野球選手にあ こがれて小学 
校 3 年の時に友達といっしょに 近くの野球チ 一 

ム に入りました。 

Ⅰ野球部の練習 里 はすごいのでしょう ? 

休みは、 試験休み以覚 !. こ はほとんどあ りませ 
ん 。 庄は 9 時過ぎまで、 冬は 7 時過ぎまで、 ぞ 

れからだいたい 1                                        自主練習をしてい 

ます。   

Ⅰ出場 ガ 決まったときは ? 

頭の中がまっ 白 l. ごなりました。 

ワ ポジションほどこ ? 

始めはショ @ トだったけど、 腰痛になり、 ぞ 
の後 皿 理していたけど、 腰の骨が折れているの 
がわかって、 負担を軽くするためにセカンドに 

いきました。 

Ⅰ甲子園での 目標は ? 

チームでは、 一つ一つ勝っでいき、 少しでも 

多く試合をすること。 自分の目標は、 自分の役 イ 
割 をしっかり果たすこと。 チームを盛り 上げる 

- @  と 。 

ワ 応援している 多くの町民の 皆さんへメッセ 一 
ジを 。 

地域の方々の 応援のおかげで 甲子園に行くこ   Ⅲ 左 " Ⅰ 理 Ⅰ ワソ にり 田 八打リハⅠ """ 九 % ソ Ⅰ り W Ⅴ / ⅡⅠ 
とができまじた。 自分のことを 知らない人も 多 の 経験と比較すれば、 一一 ユ "- " ズ イランドでは 外口 へ 施主 
いでしょうが、 甲子園では、 練習の成果が 桁   つ 人にⅠ 人か 2 人の親しい友だちや 親政じか見送りはしま 

杯 出せる よう にがんばりますので、 これからも 七 @ キ 緩をよ ち l, くお願いしま す   
先決 ま 冬 の 湯 に大 邦子 山殉 は 淀 叉目浮 

革 め 砦 い 来 る 春 ぅ 一 差 司凄 祖像 と 山 宿煙 折十 屋作 西 国 し れ 
幸三宝幸三手 

'"' 妾 註 " き詰 " 芸 
い 芽 と ら   t@ !- し の し の 詮年   理 の て く   目 。 了 """ 。 ヨ缶三 % 壬         

新木 て隼 て を い ら 簗 " 。 0 %  よ 位 -" ": ヒ "" '" 一 ミ @'j 一 "-""""- と @ Ⅱ @'   
く 制 忘 、 の ぶ を そ み 
や め れ か 吹 間 者 つ                                                   鰯   

&  : 圭三三二 ;, 百 
政 

  ・ 弗モ目， 千   
Ⅱ fee ㎏Ⅱ ke I Just arrived, 
( 時間が飛ぶね。 ロ本から離れることが 信じられない。 着 
いたばかりだとまだ 感じているのに。 ) 
」 isa : I Ⅰ ce Ⅰも ajnly does. I can,t be Ⅱ eVe you a Ⅰ e going 
either. You must wr;te and let me knoW what you are 
up to. 
( 本当にそうだよね " あ なたが行くのは 信じられない。 手 

紙を井いて、 何をしているかを 絶対教えてね。 ) 
Dereek  : A@ld  you  have  to  too. I  want  to  hear  about  alI 
your  exciting  Japan  experiences. 
( あ なたもね。 あ なたの面白い 日本の経験について 全部聞 
きたりからね。 ) 
Lisa  : That,s  your  boarding  ca Ⅱ・ 
・ ( あ っ、 あ なたの搭乗案内だよ。 ) 

Derek  : I,d  belter  eo. 1.ll  mi ㏄ you. 
( 行かなくては。 あ なたがいなくて 寂しくなるよ ， ) 

Lisa  :    ,1l ㎡ ss  you  too 。 l  pro ㎡ se  I,ll wrlte, Bye. 
( こちらこそ、 寂しいよ。 手紙を辞くのを 約束する。 じゃ 
あ ね。 ) 
Dereh  : Bye. 
( さよなら。 ) 

竹
山
地
士
 

 
  
 

 
 

 
 

 
 
ナ
 
l
e
h
 

l
e
n
 

 
 
 
 

n
S
 
採
 印
文
 

 
 
 
 
 
 



） 

ワ 

  

 
 

 
 

が
 

 
 

 
 

つ
 
垣
に
つ
り
 

ピ
く
盛
 

ち
 
団
頭
に
あ
 

ア
づ
 
の
 

 
 

ち
て
 

現
的
づ
 

て
 
き
 
象
を
 

Ⅰ
 
ム
居
 

オ
 0
 
表
ち
い
れ
 

対
呵
す
 

を
ブ
リ
 

休
ま
っ
 

わ
 
を
 、
ま
 

い
り
く
の
と
に
打
球
し
し
 

 
 

 
 

7
 
オ
 

 
 

Ⅰ
 

と
字
 
涯
と
 

涯
の
を
 

中
ア
 
。
 
の
 

 
 

 
 

。
こ
を
 

ガ
 、
の
こ
う
な
で
 

マ
ヲ
 
議
 
れ
た
 

町
ボ
に
 

 
  
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト
 

"
 
マ
ナ
 

ビ
ィ
 

"
 

二 ．テ月 にⅠ @" 

  

具 赤池町 

口土台．℡ 

。 入ロ リ " ワ ", 

  キャンパク 

ア 
  生涯学習 ; 

キ輔 ノ Ⅲ ぉ 

""" ヱ七 "T" 

  っ lR 波と Ⅰ 央 f3 
まりからの 

    

宝目 ， コ 
ⅠⅠ 

会場 / 岡垣 サンリーアイ・ 囲垣中学校   
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4 日の行事予定 
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月
の
し
尿
収
集
日
程
 表
 

古
パ
 
目
 
Ⅴ
㌃
 
鱗
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.
 

ヰ
 Ⅱ
 モ
 

 
 

 
 

-
.
 

ハ
ツ
ム
 

Ⅱ
・
。
・
 

丑
 一
ト
・
一
品
 

@
 

 
 

大
型
車
 

小
型
車
 

大
型
 
華
 

 
 

 
 

油
津
 

月
 2
 回
油
田
 
リ
 

野
間
三
「
舌
鼓
団
地
 

Ⅲ
七
ミ
・
 

戸
切
 
百
台
野
 

三
四
・
一
 

p
 切
目
 
A
 
日
野
・
手
当
 

明
白
 
谷
 

戸
 切
戸
 

坊
中
谷
・
 
切
 

百
合
野
上
海
老
 

一
 
P
 

津
 @
 
 
ま
 
・
・
 

韮
 

三
吉
・
 
栗
甲
 
・
 
山
 

野
間
三
・
 
亜
 間
三
・
苗
尺
 

西
下
山
・
 
%
 ミ
・
 
戸
切
 

海
老
 
挿
 ・
新
海
老
 

津
 

二
十
日
 

軒
 周
三
・
 
軒
固
四
 

上
畑
 ・
宇
野
・
東
山
田
 

新
松
原
 

 
 

 
 

 
 

一
 
三
ロ
・
吉
木
 

野
情
 .
 
全
区
 
-
.
 売
電
 

時
下
 

新
海
老
 
津
 ・
西
寺
澤
・
 

塀
原
 

山
高
 
自
 ・
百
曲
・
 

萬
 F
 

白
笹
 ・
周
囲
・
 

飼
田
 ・
山
田
 
曲
 

ぃ
 
@
 
毛
 
-
.
 
再
 高
浜
百
合
 ケ
丘
 

東
男
山
・
面
拝
Ⅲ
・
 

斬
接
博
 
・
宇
野
蒜
 
欝
 ・
吉
本
・
花
音
 

西
南
 
珪
 

旧
片
 ・
三
吉
・
手
打
 

晦
化
 

同
機
取
 
り
 

月
 2
 回
 汲
 Ⅰ
 リ
 

月
 2
 回
波
 
目
リ
 

そ
津
 ・
新
海
毛
 

津
 ・
東
下
 
考
淫
 

井
 月
月
 2
 回
出
貝
 
リ
 

東
山
田
・
凹
目
・
 

再
 

内
浦
・
吉
ホ
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月
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油
津
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内
浦
・
 

新
 

津
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土
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コ
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一
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団
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円
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肘
片
 

 
 
 
 

月
 ・
 
手
世
 

吏
 里
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土
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吉
木
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師
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田
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高
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上
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全
区
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埼
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ョ
，
ヨ
星
ケ
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-
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月
例
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且
注
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野
間
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4 日の行事予定 
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ウ
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ゴ
ル
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連
盟
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東
部
公
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館
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博
一
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」
い
の
 

里
 
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
「
舞
踊
宗
家
西
川
流
三
一
 

 
 

 
 

 
 

 
 

主 4 人屋 

5
-
 

月
一
 

l
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月
一
 

 
 
 
 

一
｜
，
ロ
 

日
展
 -
 

⑥
税
金
は
未
来
を
つ
く
る
希
望
の
種
 

篠
原
 
要
 

の
 

「
 餓
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輔
 M
 
り
れ
 

刈
 
㍉
 れ
箔
樺
 

新
制
 
蝶
 
 
 

 
 

 
 

，
 
支
寸
 

・
 
，
 
@
 

  

 
 

  

丈 4 月の納期 
●軽自動車 税                                                       「期分 

●保有・ 料                                                                   4 月分 

●国民年金保険料                                           4 月分 

●打首住宅家賃                                                 4 月分 

  

夫 各種相談 
●心配ごと相談 ( いこいの 里 )   
●行政相談 ( いこいの 甲 ． )   
●法律相談 ( いこいの 巴 )   
来電話予約が 必要です r 呑 283-2940 へ 

●教育電話相談 ( 教育委員会内 ) 容 282-4884 

    毎週月・ 水 ・ 金畷 ) 9:00 一 17:00 

炎 休日・夜間の 当番医は   
遠賀郡消防署 穴 293-1231 へ 

教えでくれます                                                                             してもらえる 生侍医を   

  

ノ 

大型 了然ごみ収集日程 
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吉
日
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通
 

海
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東
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一
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f
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之
 
S
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⑥
出
す
こ
と
が
で
き
る
ご
み
 

布
団
，
毛
布
，
カ
ー
ベ
ッ
ト
・
じ
ゆ
う
た
ん
・
 

モ
 ・
こ
た
つ
 裡
 ・
障
子
・
テ
ー
ブ
ル
・
水
屋
 

学
習
，
 机
 ・
タ
ン
ス
・
椅
子
・
本
棚
・
す
だ
れ
・
 

筋
 製
品
・
 竹
 
角
材
・
 板
 ・
 タ
 キ
ロ
ン
・
 ポ
 

リ
 バ
ケ
ツ
，
収
納
棺
・
大
型
バ
ッ
グ
な
ど
 

帝
 布
団
は
普
通
の
紐
で
結
ん
で
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

丈
長
い
も
の
は
 
2
 メ
ー
ト
ル
以
内
に
切
っ
て
出
し
ま
し
よ
う
。
 

突
 ご
み
は
 朝
 8
 暗
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

去
家
庭
で
の
ご
み
焼
却
は
排
煙
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

大
型
不
燃
ご
み
の
収
集
は
 
5
 月
で
す
 



  

 
 

  
人口…… 30 ， 138 ハ ・ 68) 

そのうち 15f 人は覚国人 
な性………… 15,925 人 ( ヰ 38) 

男 ・ l. 生                           
              10,101 世帯 (+  29) 

そのうち 76 世帯は外国人世帯 
( ) は前月との比較 

出生 … 13 人 死亡 … 21 人 

転入 … 15l 大 転出 … 7,5 人 
まちの広さ                                       

        1 月 '  1 月   前年同 j1 月 1 
打故 件数 ( 件     
  

疋亡者数 ( 人 : 

霞侮 者数 ( 人     

曄 偽者数 ( 人       

13@ 13@ 9@ 9 

0 0 Ⅰ Ⅰ 

0 0 2 % 

17@ 17@ 6@ 6 
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 円

 

 
 

Ⅰ
 
｜
 

っ
て
 、
 峠
で
あ
 ヱ
 
D
 。
 

を
 登
り
つ
め
で
き
た
人
が
一
杯
の
か
つ
て
、
 
宗
 
  

 
 

イ
 と
か
 
亡
 

共
 に
の
ど
を
潤
し
た
も
の
で
あ
る
。
 幼
 

き
た
お
 年
 寄
り
の
 里
 万
を
調
べ
た
こ
と
 

 
 

ま
だ
汽
車
も
バ
ス
な
ど
も
な
か
っ
が
あ
る
が
、
 

そ
れ
は
旧
宗
像
郡
内
の
ほ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

多
か
っ
た
。
た
だ
渡
津
の
場
合
は
 
、
呉
 

と
ん
ど
の
 ム
ラ
 に
跨
が
っ
て
い
た
。
 

池
田
や
山
田
・
平
等
寺
か
ら
り
・
婿
取
り
と
も
に
格
別
に
 

重
見
 峠
と
 地
蔵
 峠
 の
 両
 

潤
一
漁
村
一
同
士
で
近
 

  

 
 

ひ
と
け
 

 
 

な
 彩
り
を
添
え
て
い
た
の
が
、
峠
を
越
 

接
 の
 鐘
崎
 と
の
道
 り
 取
り
が
多
い
の
が
 

 
 

え
て
宗
像
か
ら
囲
垣
 の
 ム
ラ
内
に
嫁
い
特
徴
で
あ
 る
 。
 

こ
う
し
た
 辿
婚
 商
を
調
べ
る
内
に
 、
 

で
き
た
花
嫁
た
ち
の
道
中
で
あ
る
。
 

囲
垣
の
西
部
か
ら
中
部
に
か
け
て
は
、
こ
の
当
時
の
嫁
 

と
 

助
而
 は
ど
の
集
落
で
も
宗
像
か
ら
嫁
い
の
程
度
に
せ
 
迩
 く
ま
で
及
ぶ
の
だ
ろ
う
か
 

 
 

１
冊
 垣
 の
 通
婚
圏
｜
 

 
 

昔
の
峠
 道
は
 、
 急
 勾
配
の
坂
道
で
き
た
人
た
ち
の
 親
 睦
会
 
「
宗
像
全
一
 

こ
 つ
づ
ら
道
が
続
く
難
所
で
あ
句
が
あ
っ
た
。
 

 
 

岡
垣
と
 宗
像
を
附
て
る
 孔
 大
寺
山
 

遠
蛮
 地
方
に
 は
、
 
昔
か
ら
志
賀
 男
 

 
 

 
 

 
 

系
は
、
 

山
々
の
間
を
垂
 見
 越
え
 

ド
 庄
市
 像
娘
 」
と
い
う
流
行
り
言
葉
が
あ
 

ぬ
蔵
 越
え
・
百
件
越
え
・
城
山
越
 

り
 、
こ
の
両
者
 

 
 

ぇ
 な
ど
の
峠
で
、
わ
ず
か
に
行
路
さ
れ
、
山
で
 隔
 て
ら
れ
な
が
ら
も
、
 

宗
 

 
 

を
 通
わ
せ
て
い
た
。
 

Ⅰ
明
治
の
こ
ろ
ま
で
は
、
こ
れ
ら
よ
っ
て
さ
ら
 
に
 強
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
 

 
 

あ
る
木
原
家
に
そ
れ
ぞ
れ
 

  

 
 

文
 古
か
ら
、
福
間
町
の
舎
利
蔵
や
英
和
娘
を
嫁
が
せ
 

 
 

-
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t
 舟
 

屋
郡
 の
鷹
野
（
古
拙
 市
 一
か
ら
の
例
が
屋
号
積
善
の
 汲
 田
家
に
婿
養
子
を
送
り
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
水
 L
 
家
を
訪
ね
、
吉
木
 

早
速
、
現
地
に
出
か
け
る
こ
と
に
し
の
原
家
か
ら
 嫁
 
  

た
 
。
た
だ
、
始
め
て
訪
れ
る
場
所
で
不
も
お
会
い
て
 
き
た
。
 

水
 七
分
家
に
も
 古
 

 
 

案
内
な
の
で
、
鹿
野
で
は
 古
 刺
の
清
滝
木
の
稲
荷
 屋
か
ら
嫁
が
来
て
お
り
、
 岡
 

だ
 乗
物
も
な
く
国
道
三
号
線
も
な
い
こ
 

 
 

を
 再
現
 

幸
一
天
ム
 呈
 芭
を
訪
れ
、
過
去
帳
ま
で
し
て
み
よ
 
、
  
 

こ
の
当
時
の
道
筋
を
辿
る
と
、
ま
ず
 

 
 

だ
い
た
。
こ
の
時
、
調
査
の
対
象
と
し
唐
津
街
道
に
 人 り
畦
 
止
 せ
ま
 
町
か
ら
大
徳
 

ら
ぉ
 月 Ⅱ
舌
 
町
 

@
.
 
っ
 
Ⅱ
 ん
じ
 

ナ
 Ⅰ
 幸
け
 

た
薄
家
は
 、
す
で
に
当
地
に
無
く
、
 

他
 

赤
間
に
至
り
 

綾
瀬
寺
か
ら
平
等
 寺
 

 
 

を
 経
て
地
蔵
峠
を
越
え
て
 

調
査
を
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
高
倉
に
出
る
 

コ
ー
ス
と
な
る
。
こ
の
間
 

 
 

一
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
 

 
 

家
は
 、
吉
木
の
三
輪
家
 
一
鐘
崎
屋
一
 
と
余
り
で
、
 
約
 五
 里
半
の
道
中
と
な
る
。
 

 
 

門
司
 家
一
 稲
荷
 屋
一
 、
伊
藤
家
、
海
老
こ
の
間
を
 花
嫁
ご
寮
は
 、
 馬
の
背
に
 

揺
ら
れ
て
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
 

  

と
 時
代
が
移
る
と
、
道
中
千
段
と
し
て
 

  

す
で
に
故
人
と
な
ら
れ
た
が
、
高
倉
 

の
早
苗
ユ
キ
さ
ん
か
ら
伺
っ
た
話
が
あ
 

る
 。
ユ
キ
さ
ん
は
、
地
蔵
峠
の
向
こ
う
 

 
 

(
 の
う
 

篤
農
青
年
と
し
で
 ビ
ワ
 栽
培
 @
.
.
@
 

取
 り
 細
 

ん
て
い
た
早
苗
五
郎
氏
と
縁
談
が
整
い
、
 

 
 
興
 入
れ
と
な
っ
た
。
 

こ
ん
 王
 

婚
儀
は
大
正
に
入
っ
た
ば
か
り
の
こ
 

ろ
で
、
当
時
と
し
て
は
ハ
イ
カ
ラ
な
 人
 

力
車
で
城
山
越
え
の
花
嫁
道
中
だ
っ
た
 

と
い
う
の
が
、
 
ご
 自
慢
だ
っ
た
。
 

馬
も
人
力
者
も
利
用
で
き
な
い
と
な
 

る
と
、
花
嫁
は
歩
い
て
の
 峠
 越
え
と
な
 

 
 

て
き
た
花
嫁
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
出
会
 

 
 

待
 に
胸
を
痕
か
せ
な
が
ら
峠
を
越
え
て
 

来
た
の
だ
ろ
う
，
 

 
 喘
ぎ
喘
ぎ
登
る
坤
道
 は
 
、
花
嫁
た
ち
 

に
 華
や
か
さ
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
 決
 

意
 を
強
い
る
道
中
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
 

あ
る
。
 

ハ
 し
い
く
に
か
 ず
 


